
事業所名 グループホーム　モンテ
サービス種別 共同生活援助
開催日時 2025年6月14日（土）10：00～10：50
開催場所 日の出地区公民館
出席者 利用者 1名
（計7名） 利用者のご家族 1名

地域住民の方 1名
福祉に知見を有する方 1名
春日市障がい福祉課 1名
管理者 1名
サービス管理責任者 1名

議題内容 1　管理者挨拶

2　参加者紹介

3　地域連携推進会議の目的・内容の説明（サビ管）

2025年度　第1回地域連携推進会議　議事録

地域連携推進会議の趣旨として、施設の運営にあたり地域の皆様
から理解・連携をいただくことにより、地域の方々への施設や利
用者への理解の促進を目的にしている。さらなる支援サービスの
向上のため、ご意見をいただきたい。

・資料をもとに会議の内容、役割を説明
地域連携推進会議とは
施設等と地域が連携することによって以下の目的を達成するため
に、施設が利用者、利用者ご家族、地域の関係者等で構成した会
議を開催、構成員が施設を訪問する
目的…利用者と地域のとの関係作り
　　　地域の方々へ施設や利用者に関する理解の促進
　　　サービスの透明性
　　　利用者の権利擁護
内容…施設による会議の開催→構成員との情報共有
　　　構成員による施設訪問→利用者や職員との関係づくり
　　　　　　　　　　　　　　事業所の環境や事業運営の確認

・グループホームモンテの説明
2020年10月開所　　定員7名（現在満床）
＜男女比>男性6名、女性1名
＜年齢＞20代1名、30代5名、40代1名
＜障害種別＞知的障がい4名、精神障がい2名、重複1名
＜入居の経緯＞自宅から5名、他GHから1名、病院から1名
＜日中活動先＞生活介護1名、B型作業所（デイケア併用）1名
　　　　　　　A型作業所2名、一般就労（障がい者雇用）1名
　　　　　　　アルバイト1名

＜職員について＞管理者1名、サビ管1名
　　　　　　　　世話人4名、生活支援員2名、夜間支援員5名
　　　　　　　　（うち世話人兼務3名）→シフトで交代勤務



4　今後について

＜訪問についての感想等＞
・実際に施設内入り、説明を受けたことで、生活の様子が良く分
かった。
・アパートタイプの居室なので、一人暮らしを見据えた生活が可
能になっていると感じた。
・食事についての説明（手作りで提供、一人一人の好き嫌いを把
握して苦手な食材や料理は提供せず、食材を外したり別メニュー
に変える対応をしている）を聞き、個別に細かい配慮をされてい
ることに感銘を受けた。

＜利用者の支援について＞
生活のすべての場面で、自分で出来ることは自分で行う。出来な
いことは職員と一緒に取り組む。
→職員は「どうしたら一人で出来るようになるかを本人と一緒に
考え、思考錯誤しながら、将来利用者が困らないように、自分の
思い描く生活が可能になるように支援している。

＜利用者の今後の方向性＞
現在のGHでの生活は、今後の一人暮らしや自分の望む生活への
準備期間として考えている。担当職員、サビ管、相談支援専門員
等も含めて今後の生活について定期的に話し合いを行っている。

＜意見交換＞
日中活動について
A型作業所とB型作業所は何が違うのか
→A型作業所（雇用関係あり、最低賃金保障）
　B型作業所（雇用関係なし、作業成果は工賃として支払い
　有）

会議（年1回）
施設訪問→そのままGHへ移動
※構成員1名は別日に事業所訪問を行っていただいた。


